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Ⅰ 研究主題設定の理由

学習指導要領では，児童の現状を踏まえ，「生きる力」を育むという理念の下，知識や技能の習

得とともに思考力・判断力・表現力などの育成を重視している。また，算数科においては，「考え

る能力と表現する能力とは補完し合う関係にあるといえる」とし，「言葉，数，式，図，表，グラ

フを用いて考えたり，説明したり，互いに自分の考えを表現し伝え合ったりするなどの学習活動を

積極的に取り入れるようにすること」などが示され，数学的な思考力・表現力を育てることが重視

されている。平成24年度全国学力・学習状況調査結果によると，問題を解決する方法やその理由を

言葉や数を用いて記述することなどに課題がみられた。また，平成24年度「基礎・基本」定着度調

査結果によると，課題として，判断の根拠を述べたり，考えたことを筋道立てて説明したりする活

動の充実を図る必要があるということが指摘された。算数科の学習においては，教師の発問に対し

てつぶやいたり，自分の考えを全体やグループ，ペアなどの場で説明したりするなどの自分の考え

を表現する場面が多くある。このような場面では，ただ一方的に自分の考えを伝えるだけではなく，

互いの考えに触れながら学び合うことが大切なのである。したがって，互いの考えに触れながら学

び合うことで，数理的な処理のよさに気付いたり，算数の楽しさ・面白さを感じたりするなどし，

児童一人一人の考えがより広がり，深まっていき，数学的な思考力・表現力が育つのではないかと

考える。

本校児童(平成24年度５年生)の実態については，「基礎・基本」定着度調査において平均通過率

が70％を超えていることや年間を通した単元テストで平均が80点以上であることなどから，基礎

的・基本的な内容は概ね定着していると思われる。しかし，その一方で，互いの考えを練り上げる

学習過程において，話し合う活動の場を設定しても戸惑う児童の姿が多くみられた。具体的には，

自分の考えや答えを発表してしまうと，あとは何を話し合えばよいのか困っている児童が多くみら

れたということである。本来ならば，互いの考えを練り上げることでよりよい解決方法を選択した

り，新たな解決方法を発見したりするなどといった考えを広げ，深めていく姿を期待していた。し

かし，そのような姿があまりみられなかったのは，多様な考えに触れながら様々な角度から物事を

捉えることができるような話し合う活動になるための学習指導が十分ではなかったからだと考え

る。そこで，多様な考えを練り上げる学習過程においては，それぞれの考えを比較検討する活動に

取り組ませていきたい。そうすることで，互いの考えの中にある共通点，類似点，相違点などに気

付き，賛同し合ったり，反論し合ったり，疑問を投げ掛け合ったり，新たな論点を提起し合ったり

するなどし，一般性，能率性，発展性などといった算数のよさを実感しながら考えを広げ，深める

児童を育てることができ，結果的に，数学的な思考力・表現力を育てることになると考える。

以上のようなことを踏まえ，本研究では，練り上げる学習過程において，考えを明確な視点で比

較検討する活動を充実させることで，考えを広げ，深める児童を育てることができると考え，本研

究主題を設定した。

Ⅱ 研究の構想

１ 研究のねらい

(1) 先行研究や文献などから，数学的な思考力・表現力に関わる指導内容を明らかにする。

(2) 児童を対象とした実態調査から，数学的な思考力・表現力や話し合う活動に関わる課題を明

らかにする。

(3) 学習指導要領，教科書等における指導内容の分析及び文献から，比較検討するための視点を

明らかにする。

(4) 練り上げる学習過程での比較検討する活動を充実させる学習指導の工夫を明らかにする。

(5) 検証授業等の分析及び考察を通して，本研究の成果と課題を明らかにする。
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２ 研究の仮説

高学年における算数科の学習において，練り上げる学習過程で，考えを明確な視点で比較

検討する活動が充実するように学習指導を工夫すれば，考えを広げ，深める児童を育てるこ

とができるのではないか。

３ 研究の計画

Ⅲ 研究の実際

１ 研究主題に関する基本的な考え方

(1) 考えを広げ，深める児童を育てる指導とは

金本(1998)は，算数の授業での
*1)

話し合う活動について，「ここでは，

たった一つの最適な解答を得るた

めに話合い活動がなされることに

教育的価値が置かれるのではなく，

考えが関連付けられ，考えが豊か

になり，高められることに価値が

置かれているのである。」と述べて

いる。つまり，多様な考えを練り

上げる学習過程の話し合う活動に

おいては，効率的な考えを導き出

すことは大切であるが，多様な考

えに触れ，吟味し，それぞれの考

えのよさを実感しながら自らの考えを広げ，深めることも大切なのである。

「考えを広げ，深める」とは，図１で示したように，多様な考えを吟味することで，解決方

法を分析したり，既有の知識を再構築したり，新しい考えを発見したりすることだと捉える。

*1) 金本良通 著『数学的コミュニケーション能力の育成』 1998 明治図書

考えを広げ，深める

新しい考えの発見既有の知識の再構築

解決方法の分析

考え１

考え２ 考え３

図１ 考えを広げ，深める構造

児童の実態

研 究 主 題

研究の仮説

これまでの実践の課題

教師の願い

学習指導要領から

社会や時代の要請から

考えを広げ，深める児
童を育てる理論研究

考えを明確な視点で比較検討
する活動の理論研究

児童の実態調査の
実施，分析，考察

高学年における考えを広げ，深める児童を育てることを意図した，考えを明確な
視点で比較検討する活動を充実させる学習指導の工夫

検証授業の実施と考察

研究の成果と今後の課題

基
礎
研
究

本

研

究

ま

と

め
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具体的な児童の姿については，第５学年単元「図形の合同と角」を例に示すと次のような姿

であると捉える（図２）。

○ 互いに導き出した多様な解決方法について分析を行い，それぞれの解決方法は，「三角

形の内角の和は180°である。」という考えが基になっていることに気付くこと

○ 他の四角形の場合も調べることで，「どのような四角形でも内角の和は360°になる。」

という既有の知識の再構築を行うこと

○ 一つの解決方法しか導き出せなかった児童が他の解決方法を発見すること

「考えを広げ，

深める児童を育

てる指導」とは，

児童一人一人が

多様な考えに触

れながら考えを

広げ，深めるこ

とができるよう

になることを目

指し，比較検討

する活動が充実

するための効果

的な手立てを講

じることであると考える。

(2) 考えを明確な視点で比較検討する活動とは

児童が多様な考えを吟味す

る手立てとして，比較検討

する活動が有効であると考

える。しかし，「友達の考え

と比べなさい。」といった漠

然とした発問による指導で

は，どのような比べ方をす

ればよいのか児童が戸惑っ

てしまう。そこで，表１で

示したような比較検討する

ための視点が必要になると

考える。これらの視点につ

いては，学習指導要領に示

された数理的な処理のよさ

や高学年における指導内容，

単元の系統性などから，考

えを広げ，深めるために有効であると思われる視点を見いだした。これらの視点で比較検討す

る活動を通して，児童は明確な目的意識をもって話し合ったり，自分の考えに根拠をもって説

明したりするなどしながら，考えを広げ，深めることができると考える。つまり，「考えを明

確な視点で比較検討する活動」とは，多様な考えを表１のような視点で比較し，自分の考えを

もって話し合う活動のことであると考える。

図２ 考えを広げ，深める姿の具体例

表１ 比較検討するための明確な視点

どんな四角形でも ４つの角の大きさの和は ３６
０°になるんだね。

第５年単元｢図形の合同と角」

みんな「三角形の
３つの角の大きさ
の和は180°であ
る。」という考え
を使っているね。

こんな考えも
あるんだ！

どんな四角形で
も４つの角の大
きさの和は360°
になるんだね。

解決方法の分析

新しい考えの発見

既有の知識の再構築

180°×２

180°×３－180° 180°×４－360°

視点

共通性

類似性

相違性

概 要

多様な考えを比較検討する中で，どの部分が同じ・似てい
るか，または，違うかを明らかにするための視点である。こ
れらの視点により，それぞれの考えを様々な角度から捉える
ことができるようになる。

一般性とは，多様な考えを比較検討する中で，その考え
がどのような場合でも適用できるかを判別するための視点で
ある。能率性とは，多様な考えの中から，どの考えが効率的
であるかを判別するための視点である。これらの視点により，
それぞれの考えの特徴を捉え，問題に応じて適切な考えを選
択できるようになる。

一般性

能率性

発展性

導き出した考えをその考えが活用できそうな場面や式など
と比較検討する中で，導き出した考えが日常生活や適用問題
などにおいて活用できるかを検証するための視点である。こ
の視点により，導き出した考えの理解をより深めたり，その
考えを主体的に活用しようとしたりすることになる。



－ 4 －

表２ 式を図や絵で表す問題

２ 児童の実態

(1) 実態調査の概要

ア 目的

考えを広げ，深める児童を育てる算数科学習指導の在り方の基礎資料とするために，高学

年の児童における，式から図や絵などの図的表現で表現する能力や解決方法を分析的に捉え

ることができる能力，話し合う活動に対する意識などを明らかにする。

イ 実施期日 平成25年５月

ウ 調査対象 曽於市立財部小学校

第５学年48人，第６学年50人

エ 調査方法 質問紙法

(2) 結果の分析と考察

ア 図や絵を用いた表現力について

15×３の式を図や絵で表現することができた児童は，

表２のように62％であった。その中で，線分図や数直線

などの図的表現を用いた児童は３％であった。

この調査結果から，高学年として図的表現を用いなが

ら問題場面を把握したり，課題を解決したりする力が十

分身に付いていないことが分かる。比較検討する活動を

行う上での前提条件は互いの考えを理解し合うことであり，正確に自分の考えを説明したり，

相手の考えを読み取ったりしなければならない。そのためには，図的表現を用いることが効

果的である。そこで，問題文を読み取って演算決定をする場面や課題を解決する場面などに

おいては，積極的に図的表現を用いて考えたり，それらを問題文や式などと関連付けて捉え

たりする活動に取り組ませるように指導を工夫していく必要がある。

イ 解決方法を分析的に捉えることについて

98×３の計算で(ア)から(エ)の中から考え

方が同じものを選択させると，表３のような

結果となった。(ア)と(エ)を選択した22％の

児童については，表現方法は異なっていても

位に分けて計算している点が同じであること

に着目して判断していると推察される。また，

(ア)と(ウ)を選択した児童は52％であった。

どちらも筆算であるという表面的な見方をし

ているのだろうと推察されたが，52％の児童

の約６割が，「98を３回たしていることと同

じだから」と捉え，たし算とかけ算の関係に

着目している理由で選択していた。

これらの調査結果から，考え方や解決方法

に着目して比較できる児童がいることが分か

るが，比較検討する活動を充実させるためには，そのような児童をより多く育てなければな

らない。そこで，解決方法を練り上げる学習過程においては，その解決方法の基になってい

る考えとは何なのか，どのような既習内容と関連しているのかなどといった観点で分析的に

捉えさせるように指導を工夫していく必要がある。

表３ 同じ考え方を捉える問題

９８×３の計算で考え方が同じだと思うものを，
（ア）から（エ）の中から選んでください。いくつ選
んでもいいです。選んだ理由も書いてください。
（ア）

（エ）

（イ）

（ウ）

（ア）と（エ）を選択

（ア）と（ウ）を選択

２２％
５２％

１５×３を図や絵で
表しましょう。

できていない

38％

できている

図 絵

62％
３％ 59％
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ウ 教えたり，話し合ったりすることに関する意識について

児童相互が練り上げる学習過程に

おいて，教えたり，話し合ったりす

る活動に関する意識は，図３のよう

な結果となった。「友達に進んで教

えるほうだ」の質問で，「とても思

う」，「どちらかといえばそう思う」

を選択した児童は77％いた一方で，

「進んで話合いに参加するほうだ」の質問で「どちらかといえばそう思わない」，「全く思

わない」を選択した児童が51％いた。また，その中の約５割が，「自分の考えに自信がない」

という理由であった。

この調査結果から，知っていることや分かっていることなどを教えることは積極的なのだ

が，自分の考えを述べることとなると消極的になってしまう児童がいることが分かる。つま

り，自分の考えに明確な根拠が伴わないために，考えを述べたり，説明したりすることに消

極的になってしまうのではないかと推察される。そこで，積極的に自分の考えを述べる児童

にするためには，比較検討する活動において，自分の考えに明確な根拠をもたせた上で話し

合わせるように指導を工夫していく必要がある。

３ 比較検討する活動を充実させるための学習指導の工夫について

考えを広げ，深める児童を育てるために，これまでの練り上げる学習過程における話し合う活

動の課題や児童の実態などを考慮し，比較検討する活動を充実させたい。そのためには，本時の

学習内容に応じて比較検討の対象や方法を整理しておく必要がある。また，授業設計において，

本時のねらいに即した比較検討する活動を位置付けるための教材研究の在り方も明確にする必要

がある。以下，比較検討する活動を充実させるための学習指導の工夫及び教材研究の在り方につ

いて述べていく。

(1) 比較検討の対象について

比較検討する活動では，本時の学習の中で児童が導き出し

た考えに対し，考えを広げ，深めるために有効であると思われ

る比較検討の対象を設定することで，視点が焦点化され，児童

が自分なりの考えを表出しながら話し合う活動となることが期

待される。そこで，比較検討の対象とするものを，本時で導き

出した考え（ａ），当該学習との統合化を図るための既習の考え（ｂ），本時の考えが活用で

きる場面や式など（ｈ）と設定し，学習指導を具体化する際に生かすことにする（表４）。

(2) 比較検討の方法について

比較検討する際の視点については，先に表１で述べ

ている。その視点と比較検討の対象（表４）との関係

を整理すると，比較検討する活動は，４種類の方法に

分類される（表５）。

ア 本時で導き出した考え同士の比較検討（Ａ）

Ａとは，ａ１～ａ３のように本時の学習で導き出

した考えが複数あり，それらを比較検討する方法で

ある（図４）。導き出された複数の考えに応じて，「共

通性，類似性，相違性」の視点で比較検討する場合

（Ａ－①）と「一般性，能率性」の視点で比較検討する場合（Ａ－②）とに分けられる。

本時で導き出した考え

当該学習との統合化を図
るための既習の考え

本時の考えが活用できる
場面や式など

a

b

ｈ

表４ 比較検討の対象

図３ 教えたり，話し合ったりすることに関する意識

表５ 比較検討の方法

本時で出た考え同士の比較

共通性

類似性

相違性

一般性

能率性

発展性

本時で導き出した考え（ａ）同士の比較
検討

本時で導き出した考え（ａ）とその考え
が活用できる場面や式など（ｈ）との比
較検討

Ｈ

Ｂ
本時で導き出し
た考え（ａ）同
士の比較検討

本時で導き出した
考え（ａ）と当該
学習との統合化を
図るための既習の
考え（ｂ）との比
較検討

視点 比較検討の方法

Ａ
Ｉ
①

Ａ
Ｉ
②
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Ａ－①では，多様な考えの中から

共通点や類似点，相違点などを明ら

かにすることで，数学的な考え方や

解決の糸口などに着目した発言が活

発となり，それぞれの考えを様々な

角度から捉えさせることができる。

例えば，Ｌ字型の図形の面積を求

める場面において，解決方法として

ａ１，ａ２，ａ３を導き出した後，

Ａ－①に取り組む(図５)。する

と，ａ２とａ３は二つの長方形

に分けて面積を求めようとする

考え方が共通していることや，

ａ１，ａ２，ａ３は，二つの長

方形に着目して面積を求めよう

とする考え方が共通しているこ

となどに気付く。

Ａ－②では，本時で導き出し

た考えについて，反例を示し特

殊な考えであることについて根

拠をもって説明する発言や，使

いやすい場面を例に能率性につ

いて説明する発言などが活発と

なり，それぞれの考えの特徴を

捉えさせることができる。

例えば，図５と同じ場面にお

いて，Ａ－②に取り組む（図６）。

すると，ａ１とａ２は，辺の長

さがどのような場合でも面積を

求めることができるが，ａ３は，

辺ＣＤと辺ＥＦの長さが等しい

場合にしか使えないことなどに

気付く。さらに，式の数値に着

目してａ１とａ２を比較検討す

ると,この場面に限ってはａ１

の方が速く計算処理できること

に気付く。

以上のように，Ａによる比較検討によって，考えを分析的に捉えられるようになったり，

問題場面に応じて考えを選択できるようになったりすることになる。

イ 本時で導き出した考えと当該学習との統合化を図るための既習の考えとの比較検討（Ｂ）

Ｂとは，本時で導き出した考えと当該学習との統合化を図るための既習の考えを比較検討

する方法である（図７）。算数は系統性が重視される教科であり，既習の考えを想起させ，

本時で導き出される考えと関連付けることは，理解を深めさせる上で有効である。この方法

共通性
類似性
相違性

一般性

能率性

a1

a3a2

能率性

一般性

a１ a2 a3

A

図４ 比較検討Ａの構造

図５ Ａー①による比較検討の具体例

図６ Ａー②による比較検討の具体例

ａ２ ａ３

＋

能率性

ａ１

ａ１とａ２は辺
の長さに関係な
く使えるね。

ａ３は辺ＣＤと辺ＥＦ
の長さが等しいときに
しか使えないね。

この問題だと
ａ１が計算し
やすいね。

８ｃｍ

８ｃｍ

5.5ｃｍ

４ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＥ

Ｆ

Ｃ

ＤＥ

Ｆ

（８×８）－（2.5×４）（８×5.5）＋（2.5×４）

一般性

Ａ
Ｉ
①

Ａ
Ｉ
②

面積の求め方は？ ａ１

ａ２ ａ３

＋

８ｃｍ

８ｃｍ

４ｃｍ

5.5ｃｍ
ａ１もａ２もａ３も２つの長方形で
面積を求めているところが同じ
だね。

ａ２とａ３は２
つの長方形
に分けてい
るところが
同じだね。

Ｂ Ｃ

ＤＥ

ＦＡ
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では，「共通性，類似性，相違性」の視点で比較

検討することによって，当該学習との統合化を図

るための既習の考えと本時で導き出した考えとの

共通点や類似点などを見いだし，既習の考えが基

になっていることに気付かせることができる。そ

うすることで，既習の考えと本時で導き出した考

えを統合的に捉え，本時で導き出した考えをより

深く理解するなど既有の知識を再構築することに

つながると考える。

例えば，第５学年単元「体

積」において，図８で示し

たような立体の体積を求め

る中で，解決方法として，

ａ１とａ２を導き出した後，

第４学年単元「面積」で学

習した解決方法であるｂ１

とｂ２を対象としＢに取り

組む。すると，ａ１とｂ１，

ａ２とｂ２が共通している

考えに基づいていることに

気付き，既習の考えが本時でも生かされているということを実感し，既有の知識を再構築す

ることになる。

ウ 本時で導き出した考えと本時の考えが活用できる場面や式などとの比較検討（Ｈ）

Ｈとは，本時で導き出した考えとその考

えが活用できる場面や式などを比較検討す

る方法である（図９）。この方法では，「発

展性」の視点で比較検討することによって，

本時で導き出した考えが活用できる場面や

式などを見付け，互いに紹介し合う中で，

本時で導き出した考えの理解を深めたり，

それぞれの考えのよさに気付いたりするこ

とができると考える。

例えば，Ｌ字型の図形の面積

を求める学習を行った後，ｈ１，

ｈ２のような複合図形を提示し

たり，作図させたりし，その面

積を求めさせる（図10）。そう

することで，本時で導き出した

考えが活用できることをよさと

して実感し，日常の事象やこれ

からの学習内容においても活用

できないか探ろうとする主体的

な態度につながることになる。

図７ 比較検討Ｂの構造

図８ Ｂによる比較検討の具体例

図９ 比較検討Ｈの構造

ａ１

第４学年単元「面積」 第５学年単元「体積」

２つに分け
て合わせて
求めるとこ
ろが同じだ
ね。

へこんでい
る部分を引
いて求める
ところが同
じだね。

＋

ｂ１

ｂ２ ａ２

＋

図10 Ｈによる比較検討の具体例

ａ１
ｈ1

ｈ2

ａ１，ａ２，
ａ３の考えを
使えば，ｈ１
やｈ２のよう
な図形の面積
も求められそ
うだね。

＋

ａ２

ａ３

共通性

類似性

相違性

B

b1 a1

発展性

Ｈ

a1

ｈ１

ｈ２



－ 8 －

(3) 比較検討する活動を充実させるための「教材研究シート」について

１単位時間の授業の中で，比較検討する活動を位置付けるには，児童が導き出すであろう考

えを想定し，比較検討の対象や方法を具体的に検討しなくてはならない。そこで，本時のねら

いに即した比較検討する活動を位置付けるために，「教材研究シート」を活用しながら教材研

究を進めることにする（図11）。

活用の具体的な手順は，以下の通りである。

① 本時において，児童が導き出す考えを具体的に想定し，記述する。

② 本時のねらいを達成するために，比較検討する対象は，本時で導き出した考え同士にする

のか，当該学習との統合化を図るための既習の考えも対象とするのか，本時の考えが活用でき

る場面や式なども対象とするのか検討する。図11では，本時で導き出した考え同士（ａ１，

ａ２）を対象としている。

③ 考えを広げ，深めるための視点「共通性，類似性，相違性」，「一般性，能率性」，「発

展性」や比較検討する方法（Ａ，Ｂ，Ｈ）について，それらの構造を記述しながら検討す

る。図11では，Ａ－①とＡ－②を比較検討の方法としている。

④ 比較検討する活動における児童の反応例とそれに伴う教師の働き掛けについて具体的に

記述しながら検討する。

① 本時において，

児童が導き出す考

えを想定する。

② 比較検討の対象を

検討する。（ａ１ ,

ａ２）

③ 比較検討するため

の視点や方法を検

討する。

④ 児童の反応例を

想定し，それに伴

う教師の働き掛け

を検討する。

図11 「教材研究シート」の活用例
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２

５

２

５

２

５

２

５
２

５

４ 検証授業の実際

研究の仮説を検証するために，練り上げる学習過程において，明確な視点で比較検討する活動

を位置付けた検証授業を実施した。

(1) 検証授業の概要

ア ねらい

多様な考えを「共通性，類似性，相違性」，「一般性，能率性」，「発展性」といった視点

で比較検討する活動に取り組ませることで，（分数）×（整数），（分数）÷（整数）の計算

の仕方を分析的に捉えたり，これまでに学習した計算との関連性を捉えたり，複数の考えに

気付かせたりするなど，考えを広げ，深める姿がみられるか検証する。

検証する内容については以下のように整理した。

視点 ねらい

（帯分数）×（整数）において，帯分数を整数と分数に分けて計算
する考え（ａ１）と帯分数を仮分数に変えて計算する考え（ａ２）を

第３時
導き出す。そして，既習の（小数）×（整数）や（帯分数）＋（帯分

共通性
数）の考え（ｂ１，ｂ２）を本時で導き出した考え（ａ１，ａ２）と
共通性，類似性，相違性の視点で比較検討することで，共通している

類似性
考えがあることに気付かせる。そして，比較検討した考えを統合的に

捉えさせることで，既有の知識を再構築できるか検証する。

相違性
（分数）÷（整数）における考え（ａ１，ａ２，ａ３）について，

第５時
共通性，類似性，相違性の視点で比較検討することで，ａ１とａ２に，

「わられる数の分母の数にわる数の整数をかける」という考えがある
ことに気付き，（分数）÷（整数）についての理解を深めることがで

きるか検証する。

第１時
（分数）×（整数），（分数）÷（整数）において，多様な考えを

一般性 一般性の視点で比較検討し，一般性のない考えであることを，反例を
第４時 基に説明しながら判別することができるか検証する。

（分数）×（整数）において， ×３を ＋ ＋ とする考えにつ

第１時
いて， ×300の場合と能率性の視点で比較検討する。そして，この

考えはかける数が大きくなればなるほど計算が煩雑になることが理解

できるか検証する。
能率性

（分数）×（整数）において，計算の最後に約分する考えと計算の

第２時
途中で約分する考えについて，能率性の視点で比較検討し，二通りの

考えのどちらに能率性があるかということについて他の式を具体例と

して示しながら判別できるか検証する。
（分数）×（整数）の計算において，計算の途中で約分した方が計

発展性 第２時
算しやすいという考えについて，発展性の視点で比較検討する。そし

て，計算の途中で約分した方が計算しやすいという考えの理解を深め
ることができるか検証する。

イ 実施時期 平成25年10月下旬～11月上旬

ウ 対象 曽於市立財部小学校 第５学年 24人

エ 単元名 「分数のかけ算とわり算」

オ 単元の目標

(ｱ) 乗数や除数が整数の場合の分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それを活用しよう

としている。

(ｲ) 乗数や除数が整数の場合の分数の乗法及び除法の計算の仕方を，具体物や図，式を用い

て考えている。

(ｳ) 乗数や除数が整数の場合の分数の乗法及び除法の計算ができる。

(ｴ) 乗数や除数が整数の場合の分数の乗法及び除法の計算の意味と仕方を理解している。
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(2) 各時間における比較検討する活動の設定

各時間における比較検討する活動を，表６の

ように設定した。設定するにあたっては，各時

間のねらいを踏まえ，児童が導き出すであろう

考えを想定し，その考えの対象となる考え（ａ，

ｂ）や場面や式など（ｈ），比較検討の方法（Ａ，

Ｂ，Ｈ）などを見いだした。その際は，先述の

「教材研究シート」を活用した。各時間のねら

いや主な学習内容，比較検討する活動の内容などは，以下に示した通りである。

ねらい及び主な学習内容 比較検討する活動の内容

＜ねらい＞

（分数）×（整数） ａ１… ×（２×３）（ のいくつ分）

の場面において，計算
ａ２… ＋ ＋ （たし算）

の意味と仕方を理解す
ａ３…２÷５×３（分数→式）

ることができる。
ａ４…0.4×３（分数→小数）

第
＜主な学習内容＞

いつでも使える いつでも使えない

１
×３について，多様な

時
考えを導き出し，一般性の

ある考えは，ａ１，ａ２，

ａ３であることを捉える。

さらに能率性の視点で比較

検討することで，ａ２は式

によっては，能率的でない

場合があることを理解する。

＜ねらい＞

（分数）×（整数） ａ１… ×３＝ ＝ ＝
の計算で，計算の途中

で約分すると計算がし
ａ２… ×３＝ ＝

やすいことを理解する

ことができる。

＜主な学習内容＞
ｈ１…（例） ×１２

計算の最後に約分する考
ｈ２…（例） ×２５え（ａ１）と，計算の途中

で約分する考え（ａ２）に

第
ついて，どちらがやりやす

２
い考えであるかを能率性の

時
視点で比較検討（Ａ－②）

することで，途中で約分し

た方が簡単に計算できる場

合があることに気付く。さ

らに，そのことを検証する

ために，発展性の視点で比

較検討（Ｈ）を行い，途中

で約分した方がよい場合の

式（ｈ１，ｈ２）を考え，

途中で約分した方がよい場
合の式や数の特徴について

理解する。

ａ１ ａ２ａ３ ａ４

ａ２よりは簡単

に計算できる。
た す 回 数 が

多 い と 大 変

である。

分数が循環小

数等になる場

合は使えない。

ａ２

ｈ１

約分できる数字（分母と整数）が大きい場合などは，

計算の途中で約分した方が計算しやすい。

ｈ２

第１時 第２時 第３時第４時

共通性

類似性

相違性

発展性

一般性

能率性

Ｂ

Ａ

②

Ｈ

第５時第６時 第７時

Ｈ

Ｂ

Ａ

②

Ａ

②

Ａ

②

Ａ

①

表６ 各時間における比較検討する活動の設定
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＜ねらい＞
（帯分数）×（整数） １×４

の計算で，計算の意味 ａ１…１ ×４ ４ ＝５
と仕方を理解すること ×４
ができる。

＜主な学習内容＞ ａ２…１ ×４＝ ×４＝ ＝５

１ ×４について，帯分

数を整数と分数に分けて計
１×４

第 算する方法（ａ１）と帯分
ｂ１…1.2×４ 4.8

３
数を仮分数に変えて計算す

0.2×４

時 る方法（ａ２）を導き出す。 ｂ２…１ ＋２ ＝ ＋ ＝ ＝３
そして，これまでの学習を
振り返り，当該学習との統
合化を図るための既習の考
え（ｂ１，ｂ２）と比較検
討（Ｂ）する中で，位に着
目して分ける考えや，分数
表記をそろえて計算しよう
とする考えが共通している
ことに気付き，既有の知識
を再構築する。
＜ねらい＞

（分数）÷（整数） ａ１…（ ×５）÷（２×５）（わり算のきまり）

の場面において，多様 ａ２… （分子をわる）
な考えを導き出すこと

ａ３…４÷５÷２（分数→式）
ができる。

ａ４…0.8÷２（分数→小数）
＜主な学習活動＞

第 ÷２について，多様な いつでも使える いつでも使えない

４ 考えを導き出し，一般性の

時 視点で比較検討（Ａ－②）
し，それぞれの考えの特徴
を捉えながら一般性を判別
する。

※ ａ２については，児
童の実態を考慮して，
本時においては一般性
のない考えとしている。

＜ねらい＞
（分数）÷（整数）の ａ１… ａ２…

場面において，計算の意
（ ×５）÷（６×５）

味と計算の仕方を理解す
（わり算のきまり）ることができる。

＜主な学習活動＞
（分数）÷（整数）では，

分母に整数をかければ，答 縦５マス横６マスで ５×６
ａ３…0.6÷６＝0.1

えを求めることができるの （面積図） ＝

第 ではないかと類推し，その （分数→小数）
５ 求め方でよいか検証するた

時 めに， ÷６をａ１，ａ２，

ａ３で計算し，答えが同じ
になるか確認する。そして，
ａ１，ａ２，ａ３を共通性
の視点で比較検討（Ａ－①）
し，５×６（分母の数×わ
る数の整数）が含まれてい

ることを確認しながら計算
の一般化を図っていく。

ａ１ ａ２ ｂ２ｂ１

位毎に分ける考えが

共通している。

帯分数を仮分数に変
えているところが共
通している。

ａ１ ａ２ ａ３ ａ４

（分子の数）÷（整数）

の答えが整数でない場

合は使えない。

ａ１ ａ２ ａ３

５×６（分母×整数）

が含まれている。

５×６が含まれてい

ない。

分数が循環小数等にな

る場合は使えない。
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２
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(3) 検証授業の実際

ア 第１時

（ｱ） 比較検討する活動のねらい

多様な考えを一般性の視点で比較検討（Ａ－②）することで，それぞれの考えを分析

的に捉えさせる。

(ｲ) 単元の目標

（分数）×（整数）における乗法の意味と計算の仕方を理解することができる。

(ｳ) 実際

学習活動 指導上の留意点
１ 学習課題を受け止める。 ○ 問題場面を

花だんにじょうろで水をまき 捉えさせたり，

ます。（中略）小さいじょうろ 演算決定をさ

を使うと，１回当たり ㎡に せたりするた

まくことができます。小さいじょ めに，問題場

うろ３回では，何㎡にまくこと 面を表した絵

ができるでしょうか。 や図を基に考

２ 学習問題を焦点化する。 えさせる。 写真１ 問題場面を表した絵や図

（分数）×（整数）はどのよ ○ ×３を視覚的に捉えさせるために，面積図

うに計算すればよいのだろうか。 を基に考えさせる。

３ 計算の仕方を考える。 ○ 学習問題を焦点化させるために，面積図で答

ａ１… のいくつ分で考える ａ３…分数を式に表す えを確認させた後，面積図

以外で求めたいという気持

×３＝ ×（２×３） ×３＝２÷５×３ ちを引き出す。

＝２×３÷５

＝ ＝６÷５

＝

ａ２…かけ算をたし算で ａ４…分数を小数にする

考える

×３＝ ＋ ＋ ×３＝0.4×３

＝1.2

＝ ＝
写真２ 児童が導き出した考え

＝

４ 考えを比較検討する。（Ａ－②） ○ それぞれの考えを分析的に捉えさせるために，

【視点に基づく発問】 Ａ－②に取り組ませる。

どのような（分数）×（整数） ○ 一般性の視点を捉えさせるために「どのよう

の式でも使えるか？ な(分数)×(整数)の式でも使えるか？」といっ

※ ａ１，ａ２，ａ３，ａ４を比較検討 た内容の発問を行う。

する活動の様子は13ページで説明する。○ 話合いを活性化させるため，ａ２及びａ４に

５ まとめる。 ついては反例を示す。

・ のいくつ分で考える。

・ たし算で考える。 ○ 本時で学習した内容の定着を図るため，適用

・ 分数を式や小数に変える。 問題に取り組ませる。

↓

×□＝
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２
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２
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(ｴ) 比較検討する活動の状況と教師の働き掛け

ａ１を分析する様子 教師の働き掛け

＜児童の様子＞ ＜単位分数に着目させるた

教師の発問によって，面積図 めの工夫＞

と関連付けながら単位分数に着 ・ 面積図を提示し，「基

目できたことで，どのような（分 になる分数は何かな？」

数）×（整数）でも使えるとい といった発問を行う。

うことに気付いた。

ａ２を分析する様子 教師の働き掛け

＜児童の様子＞ ＜かけ算はたし算に変えら

教師の発問によって， ×３＝ + + れることに気付かせるた

どのような（分数）×（整 めの工夫＞

数）でもたし算に変えら ・ 「 ×３を他の式で表
れることに気付き，一般 ×300＝ + + + … せないかな？」といった
性があることを理解した。 発問を行う。
また，教師からかける数が300の式を示され，かける数が

大きい場合は計算が煩雑になることにも気付いた。

ａ３を分析する様子 教師の働き掛け

＜児童の様子＞ ＜計算の最後がわり算にな

計算の最後がわり算になるよう ×２＝１÷３×２ ればよいことに気付かせ

にすれば，どのような（分数）× ＝１×２÷３ るための工夫＞

（整数）の場合でも答えを分数で ＝ ・ ×２と ×８でも検
表せることを類推し，他の式でも ×８＝６÷７×８ 証させる。
検証していく中で，一般性がある ＝６×８÷７
ことを理解した。 ＝

ａ４を分析する様子 教師の働き掛け

＜児童の様子＞ ＜分数が循環小数等にな

教師が示した反例を基に，かけられる ＝0.333… る場合を想起させるた

数の分数が循環小数等になる場合は使え めの工夫＞

ない考えであることに気付き，児童自らも循環小数になる ・ を小数で表現させる。
分数を見付けていた。

ａ１，ａ２，ａ３，ａ４について分析した結果を整理する様子（Ａ－②）

＜児童の様子＞

それぞれの考えの特徴を捉えた後，一般性について比較検討する いつでも使える

活動に取り組んだ。ａ１，ａ２，ａ３はどのような（分数）×（整

数）でも使える考えであること，ａ４はかけられる数の分数が循環

小数等になる場合は使えない考えであることを理解できた。どの考

えにもよさがあり，問題場面に応じて使い分けることの大切さを理

解できた。

考察

・ 複数の考えを一般性の視点で分析することに戸惑う児童の姿がみられたが，教師が児

童の活動に加わり，（分数）×（整数）の具体例や反例を示したり，児童から具体例を

引き出したりすることで，徐々に活動の意味を理解することができた。

・ 分数をわり算の式に表したり，小数に表したりすることは既習内容であるが，「分数

の形を変えられないかな？」といった発問を行っても想起できない児童がいた。本時を

学習する上で必要な知識や技能については，学び直しの手立てが必要であった。

ａ １

ａ ２

ａ ３

ａ ４
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イ 第２時

(ｱ) 比較検討する活動のねらい

本時で導き出した考え同士を能率性の視点で比較検討（Ａ－②）したり，本時で導き

出した考えと本時で導き出した考えが活用できる式を比較検討（Ｈ）したりするなどし

て，本時で導き出した考えの理解を深めさせる。

(ｲ) 目標

（分数）×（整数）において，計算の途中で約分した方が計算しやすいことを理解する

ことができる。

(ｳ) 実際

学習活動 指導上の留意点

１ 学習活動を受け止める。 ○ （あ）と（い）を分析的に捉えさせ，それぞ

×３の計算をしよう。 れの違いに気付かせるため，相違性の視点で比

２ 約分する方法を確認する。 べさせる。

ａ１…計算の最 ａ２…計算の途 ○ どちらの方法がやりやすいか実感させるため，

後に約分する考え 中で約分する考え ａ１とａ２で問題を解かせる。

（あ） （い） ａ１ ａ２

×３＝ ×３＝

＝＝

＝

３ 学習問題を焦点化する。

計算の最後に約分するのと途中

で約分するのとでは，どちらがや

りやすいのだろうか。

４ ×２と ×４をａ１とａ２

で解いて，どちらがやりやすいか考

える。

５ 考えを比較検討する。（Ａ－②） ○ ａ２の方がやりやすいということを他の問題

【視点に基づく発問】 の場合でも検証してみたいという意識をもたせ

やりやすいのはどちらか？ るため，「例えば，どんな問題だったら絶対に

６ 考えを比較検討する。（Ｈ） ａ２の方がやりやすいの？」といった発問を行

【視点に基づく発問】 い，発展性の視点でＨに取り組ませる。

計算の途中で約分する方がやり ○ 話し合う活動を活性化させるために，児童の

やすい（分数）×（整数）の式は？ 活動に加わり，数値に着目させる発問を行った

※ ａ１とａ２，ａ２とｈなどを比 り，具体例を示したりする。

較検討する活動の様子は15ページ

にて説明する。 ○ 本時で学習した内容の定着を図るため，適用

７ まとめる 問題に取り組ませる。

（分数）×（整数）では，計算の

途中で約分した方が計算しやすい。
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(ｴ) 比較検討する活動の状況と教師の働き掛け

ａ１とａ２を比較検討する様子（Ａ－②） 教師の働き掛け

＜児童の様子＞ ＜ａ２の方が計算しやすいと

（分数）×（整数）において，計算の最後に約分する考え いうことに気付かせるため

（ａ１）と計算の途中で約分する考え(ａ２)はどちらがや の工夫＞

りやすいかを実感を伴いながら検証するため，ａ１とａ２を ・ どちらで解いても，やり

用いて，教師から提示された問題に取り組んだ（14ページ やすさにほとんど差を感じ

指導上の留意点参照）。 ない問題とａ２の方がやり

やすく感じる問題に取り組

ませる。

ａ２とｈを比較検討する様子（Ｈ） 教師の働き掛け

＜児童の様子＞ ＜ａ２を活用してみたいと思

×４はなぜａ２の方がやりやすいのか考え,教師からの わせるための工夫＞

発問によって，ａ２を活用した式を考え，比較検討する活動 ・ 「他にもａ２の方が

（Ｈ）に取り組んだ。 やりやすい問題が作れ

＜児童の様子＞ ないのかな？」といっ

Ｃ： ×40（ｈ１）はどうかな。 た発問を行う。

Ｃ：最初に31×40をするのは大変

だね。

Ｃ：約分した後の31×５だったら

簡単に計算できるね。

Ｃ：この式だったらａ２の方がや

りやすいね。

＜児童と児童の活動に加わる教師の様子＞ 写真３ 児童が考えた問題

Ｃ： ×64（ｈ２）はどうかな。

Ｃ：最後でも途中でも８と64を約分す

るからａ１とａ２のどちらでもい

いよ。

Ｃ：最初の１×64と約分後の１×８も

やりやすさに差はないしね。

Ｔ：約分のしやすさの他に何に気を付 ＜約分後のかけ算のしや

ければいいのですか？ すさに気付かせるため

Ｃ：約分後のかけ算のしやすさです。 の工夫＞

Ｃ：それだったら, ×64（ｈ３）は ・ 「約分のしやすさ以外

どうかな。 のどこに着目すればよ

Ｃ：最初に７×64をするのは大変だ いのかな？」といった

からａ２の方がやりやすいね。 発問を行う。

考察

・ ａ１とａ２を能率性の視点で比較検討する際，それぞれの考えのよさを実感できる問

題に取り組ませたことが有効であった。

・ ａ２が活用できる式（ｈ）を考えさせたとき，戸惑う児童の姿がみられた。教師が児

童の活動に加わり，分母や整数の数字の大きさや約分のしやすさなどに着目させること

で，ａ２が活用できる式（ｈ２やｈ３）などに気付いていった。

３ １

８

３ １

８

（ａ１）

×40＝

＝

＝155

（ａ２）

×40＝

＝155

１

８

１

８

（ａ１）

×64＝

＝

＝８

（ａ２）

×64＝

＝８

８

７

（ａ２）

×64＝

＝56

３１× ４０

８
１２４０

８

１× ６４

８

６４

８

３１× ４０

８

１× ６４

８

７× ６４

８
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ウ 第３時

(ｱ) 比較検討する活動のねらい

本時で導き出した考えと当該学習との統合化を図るための既習の考えを共通性，類似

性，相違性の視点によって比較検討する活動（Ｂ）を通して，本時で導き出した考えの

理解を深めさせる。

(ｲ) 目標

（帯分数）×（整数）において，帯分数を整数と分数に分けて計算したり，帯分数を仮

分数に変えて計算したりすることができる。

(ｳ) 実際

学習活動 指導上の留意点

１ 学習活動を受け止める。 ○ 問題場面

１本が１ ｍのテープを４本 を捉えさせ

作ります。テープは全部で何ｍ必 たり，演算

要でしょうか。 決定をさせ

２ 学習問題を焦点化する。 たりするた

（帯分数）×（整数）はどのよ めに，図や

うに計算すればよいのだろうか。 表を基に考

３ 計算の仕方を考える。 えさせる。 写真４ 図や表を読み取る児童

ａ１…帯分数を整数と分数に分ける ａ２…帯分数を仮分数に変える

１×４ １ ×４＝ ×４

１ ×４ ４ ＝５ ＝

×４
＝５

４ 考えを比較検討する。（Ｂ） ○ ａ１とａ２の理解を深めさせるために，ｂ１

【視点に基づく発問】 とｂ２のような既習内容を想起させ，共通性，

これまでに学習した計算で数字 類似性の視点で比較検討させる。

を分けたり，変えたりしたことが

あるか？

ｂ１…小数を整数と小数に分ける ｂ２…帯分数を仮分数に変える

１×４ １ ＋２ ＝ ＋

1.2×４ 4.8
＝

0.2×４
＝３

※ ａ１，ａ２とｂ１，ｂ２を比較 ○ 既習内容を想起させるために，４年生で使用

検討する活動の様子は17ページに した教科書を提示する。

て説明する。

５ まとめる。

・ 帯分数を整数と分数に分けて ○ 本時で学習した内容の定着を図るため，適用

計算する。 問題に取り組ませる。

・ 帯分数を仮分数に変えて計算

する。
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(ｴ) 比較検討する活動の状況と教師の働き掛け

ａ１とｂ１を比較検討する活動の様子 教師の働き掛け

＜教師の発問と児童の反応＞

ｂ１のような既習の考えについては想起できていなかっ

た。そこで，教師からｂ１を提示した。その際の教師と児童

のやりとりは以下の通りであった。

Ｔ：これ（ｂ１）を見て，ａ１と同じところや似ているとこ

ろがありませんか？

Ｃ：帯分数のところが小数になっているね。

Ｔ：「分ける」というキーワードを思い出してみましょう。

Ｃ：整数と小数に分けて計算しているのかな。

Ｔ：数字を使って説明してください。

Ｃ：1.2を１と0.2に分けて計算しています。 写真５ 既習の考えと比

Ｃ：ａ１もｂ１も分けるところは同じだね。（発言１） 較検討する様子

Ｔ：「分ける」考えは，かけられる数が帯分数や小数のとき ＜他の「分ける」考えに気

だけですか？ 付かせるための工夫＞

Ｃ：まだ他にもあるのかな。 ・ 別の具体例（12×４）

Ｔ：12×４だったらどうですか。 を提示する。

Ｃ：12を10と２に分けて計算します。

Ｔ：筆算で考えてみましょう。

Ｃ：そうか。筆算をするときは一

の位と十の位に分けて計算す ＜既習の考えが生かされ

るよね。 ていることのよさを実

Ｃ：つまり「分ける」って「位毎 感させるための工夫＞

に分ける」ってことなんだ。（発言２） ・ 本時の学習と関連の

Ｔ：今日の学習でしたことは初めてのことですか？ あるこれまでの学習内

Ｃ：いいえ。位毎に分けるのは１年生で習ったことです。 容を想起させるための

Ｃ：帯分数の形を変えることも４年生で習ったことです。 発問を行う。

Ｃ：これまでの学習とつながっているんだね。

ａ２とｂ２を比較検討する活動の様子 教師の働き掛け

＜児童の様子＞ ＜これまでの学習を想起

ａ２に共通する考えを想起 させるための工夫＞

できなかったため，ｂ２を提 ・ ４年生の教科書に示

示し，比較検討させた。する されている既習の考え

と，ａ２と共通する考えであ を提示する。

ることに気付いた。

考察

・ Ｂによって，本時で導き出した考えと当該学習との統合化を図るための既習の考えと

の共通点に気付くことができた（発言１）。そして，1.2×４や12×４の計算の仕方と

の比較検討を通して，帯分数を整数と分数に分けるのは，位毎に分けて計算する考えと

共通していることに気付くことができた（発言２）。

・ 既習の考えを想起させるため，「これまでの学習で小数や分数などの数を分けたり，

変えたりしたことはなかったかな。」といった発問を行ったが，発問の意味を捉えるこ

とができずに戸惑う児童の姿がみられた。帯分数同士のたし算が示されている４年生の

教科書を見せることで，ａ２とｂ２の共通点について理解させることができた。

10×４

12×４＝12 48

２×４

１２ １２
× ４ × ４

４８ ８
４０
４８
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４

５

エ 第４時

(ｱ) 比較検討する活動のねらい

多様な考えを一般性の視点で比較検討（Ａ－②）することで，それぞれの考えを分析

的に捉えさせる。

(ｲ) 目標

（分数）÷（整数）における計算の仕方を考えることができる。

(ｳ) 実際

学習活動 指導上の留意点

１ 学習活動を受け止める。 ○ 問題場面を捉えさせたり，演算決定をさせた

花だんに，じょうろで水をまき りするために，図や表を基に考えさせる。

ます。あるじょうろでは，２回 ○ 本時で導き

で ㎡にまくことができます。 出してほしい

このじょうろ１回では何㎡にまく 考えと関連性

ことができるでしょうか。 のある既習内

２ 学習問題を焦点化する。 容を想起させ

（分数）÷（整数）はどのように るため，学び

計算すればよいのだろうか。 直しの機会を

３ 計算の仕方を考える。 設ける。 写真６ 既習内容を想起させる様子

ａ１…わり算のきまりを使う ａ３… 分数を式で表す

ａ２…分子をわる ａ４…分数を小数にする

４ 考えを比較検討する。（Ａ－②） ○ 多様な解決方法を分析的に捉えさせるために，

【視点に基づく発問】 Ａ－②に取り組ませる。

どのような（分数）÷（整数）

の式でも使えるか？ ○ 比較検討する活動を活性化させるために，児

※ ａ１，ａ２，ａ３，ａ４を比較 童の活動に加わり，具体例や反例などを示す。

検討する活動の様子は19ページに

て説明する。

５ まとめる。 ○ 本時で学習した内容の定着を図るため，適用

・ わり算のきまりを使って，分 問題に取り組ませる。

数を整数に変えて計算する。

・ 分子をわる数でわる。

・ 分数を式や小数に変えて計算

する。
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÷４＝ ÷４
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３
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(ｴ) 比較検討する活動の状況と教師の働き掛け

ａ１を分析する様子 教師の働き掛け
＜児童の様子＞ ＜わり算のきまりを想起さ

分数を整数にするためには，わり算のき ２÷１＝２ せるための工夫＞
まりを使えばよいことに気付かず，解決方 ↓×10↓×10 ・ 学び直しの場を設定す
法の分析に戸惑っていた。そこで，右の式 20÷10＝２ る。
を例にわり算のきまりについて学び直した。
そして，わられる数の分数を整数にすれば，どのような
（分数）÷（整数）の式でも（整数）÷（整数）となり，
答えを分数で表すことができることに気付いた。

ａ２を分析する様子 教師の働き掛け
＜児童の様子＞ ＜分子を整数でわっても答え

右の式をａ２で計算し，分子を整
÷４＝

３÷４ が整数にならないことに気
数でわっても答えが整数にならない ５ 付かせるための工夫＞
場合は使えない考えであることに気 ・ ａ２を用いて， ÷４
付き，ａ２は一般性のない考えであることを理解した。 の計算に取り組ませる。

※ ａ２は，右の式のように，わられる数の分数の分子を
わる数の整数の倍数にすることで，一般性のある考えと ３×４ １２
なるのだが，児童の実態を考慮し，この考えを導き出す ５×４ ２０
ことができない場合は，次時にて扱うことにした。

ａ３を分析する様子 教師の働き掛け
＜児童の様子＞ ＜計算過程のわり算で答え

右の式をａ３で計算し，計算過 ÷５ ＝２÷３÷５ が整数にならないことに
程のわり算で答えが整数にならな ＝２÷５÷３ 気付かせるための工夫＞
い場合は使えない考えであること ・ ａ３を用いて， ÷５
に気付き，ａ３は一般性のない考えであることを理解した。 の計算に取り組ませる。

ａ４を分析する様子 教師の働き掛け
＜児童の様子＞ ＜児童自ら反例を示させる

第１時で学習したことを想起し，反 =0.666666… ための工夫＞
例を示しながら，わられる数の分数が ・ 第１時で学習した「分
循環小数等になる場合は使えない考え

=0.142857…
数を小数に変えて計算し

であることに気付き，ａ４は一般性の たこと」を想起させる。
ない考えであることを理解した。

ａ１，ａ２，ａ３，ａ４について分析した結果を整理する様子
＜児童の様子＞

それぞれの考えの特徴を捉えた後，一般性について比較検討する
活動に取り組んだ。ａ１はいつでも使える考えであること，ａ２と
ａ３は計算過程でわり算の答えが整数にならない場合は使えない考
えであること，ａ４はわられる数の分数がきちんとした小数で表せ
ない場合は使えない考えであることを理解できた。児童が，それぞ
れの考えについて一般性を説明する中で，自ら反例を示す姿がみら いつでも使えない
れた。

考察

・ 本時の学習内容と関連のある既習の考えについては，学び直しの場を設定した。そう

することで，児童が主体的に課題を解決したり，多様な考えを比較検討したりすること

ができた。

・ 第１時と似たような授業展開であったために，比較検討する活動においては，第１時

よりも主体的に話し合う児童の姿がみられた。経験の積み重ねの重要性を感じた。

ａ 2 ａ 4

ａ 3ａ １
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３×６

５×６

オ 第５時

(ｱ) 比較検討する活動のねらい

本時で導き出した複数の考えを共通性，類似性，相違性の視点で比較検討（Ａ－①）

することで，それぞれの考えの中にある（わられる数の分数の分母）×（わる数の整数）

を捉えさせる。

(ｲ) 目標

（分数）÷（整数）における除法の意味と計算の仕方を理解することができる。

(ｳ) 実際

学習活動 指導上の留意点

１ 学習課題を受け止める。

Ｌのジュースを作るのに，み ○ 「（分数）÷（整数）では，分母に整数をか

かんは５個必要でした。１個当た ければ，答えが求められるのだろうか。」とい

りでは，何Ｌ作ったことになるで う仮説を立てさせるために，前時で導き出した

しょうか。 ａ１（わり算のきまりを使って分数を整数に変

２ 前時で学習したａ１を用いて答え て計算する考え）で答えを求めさせ，前時で学

を求め（ ÷５= ），前時で 習した計算と比べさせる。

学習した計算（ ÷２＝ ）と

比べる。 ○ 仮説を検証するにあたって何に取り組めばよ

３ 学習問題を焦点化する。 いか見通しをもたせるため，別の問題を複数の

（分数）÷（整数）では，分母 考えで解き，答えが同じになるか確かめればよ

に整数をかければ，答えが求めら いことに気付かせる。

れるのだろうか。

４ 別の問題（ ÷６）をいろいろな

方法で解いて，同じ答えになるか確

かめる。

ａ１…面積図で考える ａ２…わり算のきまりを使う ａ３…分数を小数にする

５ 考えを比較検討する。（Ａ－①） ○ 分母に整数をかけるという意味を捉えさせる

【視点に基づく発問】 ために，本時で導き出した解決方法の中にある

５×６があるか？ ５×６（わられる数の分数の分母×わる数の整

※ ａ１，ａ２，ａ３を比較検討す 数）を見付けさせる。

る様子は21ページにて説明する。

６ まとめる。 ○ 比較検討したことで見いだした共通点（５×

（分数）÷（整数）では，分母の数に ６）を再発見させたり，前時で学習したａ２の

整数をかければ，答えが求められる。 一般性を理解させたりするために， ÷６
↓ を提示する。

÷□＝
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(ｴ) 比較検討する活動の状況と教師の働き掛け

ａ１，ａ２，ａ３を比較検討する様子 教師の働き掛け

＜教師の発問と児童の反応＞

Ｔ：ａ1，ａ２，ａ３の中に５×６（わられる数の分数の分

母×わる数の整数）はありましたか。

Ｃ：ａ２の中に６×５がありました（発言１）。

Ｃ：６×５は５×６のことだね。

Ｔ：ａ３の中にはありましたか。

Ｃ：ありませんでした。

Ｔ：ａ１の中にはありましたか。 ＜面積図の中にも５×６が

Ｃ：ありませんでした。 あることに気付かせるた

Ｔ：はっきりと書い めの工夫＞

てあるとは限ら ・ 第１時で学習した面積

ないですよ。こ 図の中に（かけられる数

れまでに学習し の分数の分子）×（かけ

た面積図を思い る数の整数）があったこ

出してみてくだ とを想起させる。

さい。 写真７ 面積図の中の５×６を指し示す児童

Ｃ：あっ。見付けました。

Ｔ：どこですか。指し示してみてください。

Ｃ：ここです（写真７）（反応１）。

Ｔ：どうしてそこが５×６なのですか。 ・ 長方形の縦と横に着目

Ｃ：面積を表している長方形の縦のマスの数が５で，横のマ させる。

スの数が６だからです。

Ｃ：長方形の面積は縦×横で求められるからね。

Ｃ：面積図ってそんな意味だったのか。

Ｔ：ａ２のようにはっきりとは見えませんでしたがよく見付

けられましたね。

Ｔ：それでは， ÷６＝ をもう一度よく見てください。＜分母に整数をかける意味を

分母×整数って何を表しているのですか？ 捉えさせるための工夫＞

Ｃ：答えの分母になっています。 ・ 本時で学習した式と答

Ｃ：そうか。わり算なのにどうしてかけ算をするのかがよく えに注目させ，分母に整

分からなかったけど，答えの分母を求めるためにかけ算 数をかけることによって

をしているんだね（発言２）。 何を求めているのか考え

Ｃ：それだったら，（分数）×（整数）で分子に整数をかけ させる。

るのは，答えの分子を求めるためなのかな（発言３）。

考察

・ Ａ－①は，表面的な共通点（発言１）に気付くだけではなく，表面に表れていない共

通点（反応１）に気付くことにもつながる活動であると確認できた。

・ 本時で学習した式と答えに着目させる内容の発問を行うことで，分母に整数をかける

意味を捉え，その理由について説明するなど，考えを広げ，深める児童の姿がみられた

（発言２，３）。

・ 今回の学習内容も第１時や第４時と似ていたことから，これまでの学習経験を生かし

て比較検討する活動に取り組んでいた。教師が児童の活動に加わる場面も少なくなって

きた。経験を積み重ねる毎に主体的に活動する児童の姿がみられるようになった。
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(4) 検証授業後の児童の意識及び感想

ア 比較検討する活動に取り組んだ児童の意識及び感想

(ｱ) 意識調査より

「一人で考えるよりも友達と考

えたほうが新しい発見があったと

思う」という質問においては，図12

で示したように，どの時間におい

ても90％以上の児童が「とても思

う」，「どちらかといえばそう思う」

と答えていた。比較検討する活動

を通して多様な考えに触れる中

で，新しい考えの発見があることを実感したからではないかと推察される。

特に，第２時と第３時においては，「とても思う」と答えた児童の割合が高かった。そ

のことについて考察してみると，第２時は，本時で導き出した考え（ａ）と本時の考えが

活用できる式（ｈ）を発展性の視点で比較検討する活動（Ｈ）であった。計算の途中で約

分した方が計算しやすく感じる式を導き出す中で，数値によっては，途中で約分した方が

よいことを新しい考えの発見と捉えたのではないかと推察される。また，第３時は，本時

で導き出した考え（ａ）と当該学習との統合化を図るための既習の考え（ｂ）を共通性，

類似性，相違性の視点で比較検討する活動（Ｂ）であった。帯分数が含まれる加法につい

ての考えを想起し，帯分数が含まれる乗法についての考えとの共通点を統合的に捉えたこ

となどを新しい発見と捉えたのではないかと推察される。

(ｲ) 児童の感想より

これは，第１時の授業についての感想である。この児童は，（分数）×（整数）の式は

このままの状態で計算するしか方法がないと思い込んでいた。しかし，複数の考えを比

較検討する活動を通して，それぞれの考えの特徴を捉えることができ，かけ算はたし算

で考えたり，（分数）×（整数）を既習の（小数）×（整数）に変えたりすればよいといっ

た新たな解決方法を発見することができたと推察される。

これは，第４時の授業についての感想である。この児童は，（分数）÷（整数）におい

て，複数の考えを一般性の視点で比較検討する活動を通して，それぞれの考えの特徴を

捉えたり，限られた式でしか使えない考えがあることに気付いたりするなどの新しい発

見により，比較検討する活動のよさを実感できたと推察される。

図12 授業後の意識調査（１）

第１時

第２時

第３時

第４時

92％

100％

100％

96％
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イ 話し合うことに関する児童の意識及び感想

(ｱ) 意識調査より

「グループの中で自分の考えを進

んで話すことができたと思う」とい

う質問においては，「とても思う」，

「どちらかといえばそう思う」と答

えた児童が第１時では63％であった

が，その後の授業では（第２時96％，

第３時92％，第４時88％)，第１時

に比べると増えてきていることが分

かった（図13）。第１時では，比較

検討する活動の経験があまりなかったために，何を話せばよいのか戸惑いがあったが，第

２時以降は第１時での経験を基に，比較検討の視点を明確に捉えられるようになったこと

から自分の考えを積極的に話すことができるようになったのではないかと推察される。

また，授業展開が似ていた第１時と第４時について考察してみると，第１時の複数の考

えを一般性の視点で比較検討したときは，反例を見付けるという解決方法に気付くことが

できず，教師の指導によって判別できた。第４時では，第１時での経験を生かして，児童

自ら反例を示しながら，自分の考えを説明することができるようになったことから，進ん

で話すことができたと捉えたのではないかと推察される。

（ｲ） 児童の感想より

(5) 検証授業の成果と課題

検証授業のねらい（９ページ）で示した検証の内容（各時間における視点及びねらい）に沿っ

た成果と課題について述べていく。

ア 成果

(ｱ) 共通性，類似性，相違性の視点による比較検討する活動について（Ａ－①，Ｂ）

第３時においては，本時で導き出した考えと既習の考えを共通性，類似性，相違性の視

点で比較検討することで，帯分数を整数と分数に分けたり，仮分数に変えたりして計算す

ることは，帯分数が含まれる加法においても，乗法においても共通している考えであると

気付くことができ，本時で導き出した考えと既習の考えとの統合化を図り，既有の知識を

再構築できた。

これは第２時の授業についての感想である。この児童は，友達と話し合うことで，分

からないことがよく分かるようになるということを実感している。また，ただ教えても

らうだけではなく，互いに話し合う中で理解できることがあることも実感しており，話

し合う活動のよさを十分に味わうことができたと推察される。他の時間においても同様

の感想を述べる児童がいた。

図13 授業後の意識調査（２）

第１時

第２時

第３時

第４時

63％

96％

92％

88％
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第５時においては，複数の考えの中から５×６（分母×整数）という共通点を見いだす

比較検討を行った際，面積図の中から，５×６と読み取れる表現を発見することができた。

(ｲ) 一般性の視点による比較検討する活動について（Ａ－②）

第１時，第４時においては，本時で導き出した多様な考えを一般性の視点で比較検討す

る活動の中で，反例を示しながら使えない理由を説明する姿などがみられた。そして，そ

れぞれの考えの特徴を捉え，一般性を判別することができた。

(ｳ) 能率性の視点による比較検討する活動について（Ａ－②）

第１時においては， ×３を ＋ ＋ とする考えについて， ×300の場合と比較検

討することで，かける数が大きくなればなるほど，たす回数が多くなり，計算が煩雑にな

ることに気付き，かけ算の能率性を理解することができた。

第２時においては，（分数）×（整数）では，計算の最後に約分する考えと計算の途中

で約分する考えとではどちらがやりやすいかを能率性の視点で比較検討することで，分子，

分母，整数などの数値に着目しながら，分子と整数のかけ算が煩雑な場合や約分する数値

が大きい場合などは，計算の途中で約分した方が計算がやりやすいということに気付き，

それぞれの考えの能率性を判別することができた。

(ｴ) 発展性の視点による比較検討する活動について（Ｈ）

第２時においては，計算の途中で約分する考えとその考えが活用できる式を発展性の視

点で比較検討した。発展的に式を導き出す中で，約分する数値の大きさや約分後のかけ算

のしやすさなどに着目でき，計算の途中で約分する考えの理解を更に深めることができた。

イ 課題

(ｱ) 共通性，類似性，相違性の視点による比較検討する活動について（Ａ－①，Ｂ）

第３時においては，既習の考えの具体例を提示したが，それだけでは共通点や類似点に

気付くことができなかった。教師は，積極的に児童の活動に加わり，共通点や類似点に気

付かせるための発問を行うなどの手立てを講じる必要があった。

第５時では，面積図の中にある５×６を見いだせない児童がいた。日常的に数直線や面

積図などの図的表現を読み取ったり，図的表現や式，問題文などを関連付けたりするなど

の学習経験を積ませる必要がある。

(ｲ) 一般性の視点による比較検討する活動について（Ａ－②）

第１時においては，一般性の視点を捉えさせるために，「どのような（分数）×（整数）

の式でも使えるか？」といった内容の発問を行ったが，反例を見付けるという解決方法に

気付くことができない児童がいた。反例を基にした説明の仕方を模範例として示す必要が

あった。

(ｳ) 能率性の視点による比較検討する活動について（Ａ－②）

第２時においては，計算の最後に約分する考えと計算の途中で約分する考えを能率性の

視点で比較検討した際，視点を捉えさせるために「どちらがやりやすいか？」という発問

を行った。しかし，教師が意図するやりやすさを捉えることができない児童がいた。「計

算の最後に約分する場合と計算の途中で約分する場合とでは，どちらがやりやすいか？」，

「計算の最初にかけ算をする場合と約分した後にかけ算をする場合とでは，どちらがやり

やすいか？」のようなより具体的な発問を行う必要があった。

(ｴ) 発展性の視点による比較検討する活動について（Ｈ）

第２時においては，計算の途中で約分する考えが活用できる式を考えさせた。しかし，

どのような式を考え出せばよいのか戸惑う児童がいた。計算の途中で約分する考えのよさ

を十分に理解できたかを確認した上で，式を考えさせる必要があった。
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Ⅳ 研究のまとめ

１ 研究の成果

(1) ４種類の方法に分類された比較検討する活動によって，主体的に話し合う姿がみられた。ま

た，視点を基に多様な考えを分析的に捉えたり，友達の説明によって新たな考えに気付いたり

するなど考えを広げ，深める姿もみられた。

(2) 本時で導き出した考え（ａ）だけでなく，当該学習との統合化を図るための既習の考え（ｂ）

や本時で導き出した考えが活用できる場面や式など（ｈ）も比較検討する対象として有効であ

ることが分かった。

(3） 授業設計にあたり，「教材研究シート」の活用によって，児童の導き出す考えを想定し，比

較検討の対象や方法を具体的に検討することができた。また，比較検討する活動における具体

的な児童の反応例やそれに伴う教師の働き掛け（発問や教具等）も検討することができた。

２ 今後の課題

(1） 教師の働き掛けによる活動の充実を図りながら，より児童が主体となる活動に変容させてい

きたい。

(2) 比較検討する活動を充実させるためには，既習内容を想起したり，学び直したりする学習指

導の工夫が必要である。

(3) 他学年の指導内容，学年間の系統性なども分析し，学年の実態に応じた視点や比較検討する

対象及び方法などについて更に研究を深めていく。
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担 当 所 員〔中村 武司〕

【研究の概要】

本研究は，高学年における算数科の学習において，

練り上げる学習過程で，考えを明確な視点で比較検

討する活動を通して，考えを広げ，深める児童を育

てるための学習指導の在り方について研究したもの

である。

具体的には，比較検討する活動を充実させるため

の学習指導の工夫として，考えを広げ，深めるため

に有効な視点や比較検討の対象を設定した。そして，

それらを基に４種類に分類された比較検討の方法を

見いだした。さらに，本時のねらいに即した比較検

討する活動を位置付けるための教材研究の在り方も

明らかにした。

その結果，児童が自分なりの考えをもって比較検

討する活動に取り組むことができ，解決方法を分析

したり，既有の知識を再構築したり，新たな考えの

発見をしたりするなど，考えを広げ，深める姿が見

られるようになった。

【担当所員の所見】

本研究は，高学年における練り上げる学習過程に

おいて，比較検討する活動を通して児童が考えを広

げ，深める姿を目指して，その学習指導の在り方を

研究したものである。

児童が考えを広げ，深めていくためには，具体的

な事象について多様な考えを導き出した後，一つ一

つの考えを比較検討させる中で，それぞれの考えに

あるよさを吟味させ，実感を伴って理解させること

が大切である。そこで，練り上げる学習過程におい

て，それぞれの考えを児童が主体的に比較検討する

活動となるように，明確な視点と併せて比較検討す

る対象を設定するとともに，それらを基に比較検討

する活動を４種類に整理した。さらに，本時のねら

いに即した比較検討する活動となるために，教材研

究の充実に向けた「教材研究シート」を作成した。

「教材研究シート」の活用により，それぞれの考え

の比較検討によって，児童がどのように理解される

のか構造的に捉えられるとともに，指導の手立てや

発問等が具体化された。本研究で明らかにした比較

検討する活動とその学習指導は，一つ一つの考えに

ついて児童が主体的に関わり，自分なりの考えを積

極的に説明し合うことにつながることから，考えを

広げ，深める児童を育てる授業づくりにおいて，有

効に働くものと考えている。

今後は，低学年や中学年における比較検討する活

動の指導について研究を更に深め，その成果を学校

及び先生方に還元し，算数科教育の充実に努めてほ

しい。
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